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参 考 
○集計対象 

１ 幼児期の歯磨き習慣、食生活習慣等とその後のう歯との関係 

   第３回調査（２歳６か月）から第 12回調査（12歳）までの 10回すべての調査に回答が 

あった者のうち、出生時点の体重の値とう歯による通院の有無に関する質問への回答が有効であった 

27,545人 

 

 ２ 乳児期の受動喫煙の有無と成長の関係：親の喫煙状況別にみた子どもの過体重・肥満率 

第１回調査（生後６か月）における親の喫煙状況に関する回答が有効かつ第３回調査（２歳６か月） 

から第 13回調査（13歳）までの各回調査で分析に用いた変数の値が有効な者 

 

  男児 女児 

第３回調査（２歳６か月） 16,245 14,977 

第４回調査（３歳６か月） 17,422 16,110 

第５回調査（４歳６か月） 17,045 15,692 

第６回調査（５歳６か月） 15,811 14,521 

第７回調査（７歳） 15,240 14,099 

第８回調査（８歳） 15,622 14,491 

第９回調査（９歳） 15,389 14,269 

第 10回調査（10歳） 14,956 14,085 

第 11回調査（11歳） 14,577 13,797 

第 12回調査（12歳） 14,185 13,351 

第 13回調査（13歳） 13,291 12,163 

 

 ３ 子どもの生活環境、健康状態が保護者の育児負担感に与える影響 

   第１回調査から第 12回調査に連続して回答している 27,582人。ただし、育児負担感得点の平均を 

集計する際には、「子どもを育てていて（もって）負担に思うこと」「子どもに関する悩み」の質問に対し 

て有効な回答をしている者のみを用いた。 

 

 ４ 結婚・最初の子どもを持つことを希望する時期に対する中学１年生の意識 

・図 10対象児が結婚を希望する時期の分布（第 13回） 

：対象児が生まれたときの父親・母親の年齢階級別 

   第 13回調査（13歳）に回答のあった 30,331人 

 

・図 11 最初の子どもを持つことを希望する時期の分布（第 13回） 

：保護者の「子どもがいてよかったと思うこと」の得点別（第７回、第 12回） 

第 7回調査から第 13 回調査に連続で回答している 27,168人。なお、総数には保護者の「子 

どもがいてよかったと思うこと」の得点が不詳である者を含む。 

 

 

 

 

 

 

 


